
第18回結核予防関係婦人団体中央講習会開催第18回結核予防関係婦人団体中央講習会開催第18回結核予防関係婦人団体中央講習会開催

第65回結核予防全国大会開催第65回結核予防全国大会開催第65回結核予防全国大会開催

平成26年2月12日・13日の2日間、東京都千
代田区のKKRホテル東京において秋篠宮妃殿下
の御臨席を仰ぎ、第18回結核予防関係婦人団体
中央講習会が開催されました。

全国各地より105名が参加し、各種講演、新た
に「クロスロードゲーム」を取り入れた班別討議
が行われ、秋篠宮妃殿下は、講習会プログラムに
御臨席のほか、班別討議の様子もご覧になりま
した。

（秋篠宮妃殿下のお言葉は本誌2ページに記載）

平成26年３月14日島根県民会館において、
秋篠宮妃殿下の御臨席を仰ぎ、第65回結核予
防全国大会が開催されました。

また、同大会で第17回秩父宮妃記念結核予
防功労賞表彰式が行われ、本協議会からも事
業功労賞（団体）に島根県連合婦人会が受賞し、
秋篠宮妃殿下より表彰状が授与されました。

（秋篠宮妃殿下のお言葉は本誌２ページに記載）

大会式典にてお言葉を述べられる秋篠宮妃殿下

開講式にてお言葉を述べられる秋篠宮妃殿下
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本
日
、「
第
十
八
回
結
核
予
防
関
係
婦
人
団
体
中
央
講
習
会
」
の
開
講
式
に
あ
た
り
、
全
国
よ

り
お
集
ま
り
の
皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

日
本
を
始
め
、
各
国
の
結
核
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
努
力
と
ご
尽
力
に
よ
り

大
き
く
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
ア
ジ
ア
諸

国
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
は
、
主
要
な
感
染
症
と
し
て
、
今
日
も
猛
威
を
ふ
る
い
続
け
、
貧

困
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
四
年
に
は
、
二
万
人
を
超
え
る
新
た
な
結
核
患
者
が
発
生
す
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
中
蔓
延
国
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
結
核
患
者
が

高
齢
化
し
て
お
り
、
糖
尿
病
な
ど
の
合
併
症
を
有
す
る
患
者
の
割
合
も
増
え
、
結
核
の
予
防
や
治

療
に
一
層
細
や
か
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
結
核

を
な
く
す
た
め
に
は
、
結
核
対
策
を
ゆ
る
み
な
く
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
結
核
予
防
婦
人
会
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
人
々
の
結
核

予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
行
動
を
進
め
る
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
意
義
深
い
活
動
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
お
一
人
お
一
人
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
三
年
ぶ
り
に
婦
人
会
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
理
事
の
方
々
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
結
核
予
防
会
の
女
性
医
師
や

女
性
職
員
と
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
結
核
予
防
会
に
も
婦
人
会
が
作
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
日
本
の
婦
人
会
が
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、
婦
人
会

の
皆
さ
ま
の
地
道
な
活
動
の
輪
が
国
を
こ
え
て
広
が
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
二
日
間
に
わ
た
り
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
結
核
を
中
心
と
し
た
疾
病
と
そ
の
予
防
に

つ
い
て
の
講
演
や
班
別
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
今
ま
で
の
貴
重
な
経
験
や
情
報
を

交
換
さ
れ
な
が
ら
、
今
後
の
結
核
予
防
活
動
の
更
な
る
充
実
に
む
け
て
話
し
合
う
良
い
機
会
と
な

り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
が
健
康
を
大
切
に
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
国
の
内
外
に
お
け
る
結
核
予
防
の
活

動
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
広
く
人
々
の
健
康
の
た
め
に
力
を
尽
く
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願

い
、
開
講
式
に
寄
せ
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
第
十
八
回
結
核
予
防
関
係
婦
人
団
体
中
央
講
習
会
　
お
言
葉

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日
（
水
）

　
「
第
六
十
五
回
結
核
予
防
全
国
大
会
」
が
こ
こ
島
根
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
皆
さ
ま
に
お
会

い
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
年
間
お
よ
そ
八
百
六
十
万
人
が
新
た
に
結
核
を
発
症
し
、
約
百
二
十
六
万
人
が
命

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
集
中
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
国
々

に
対
し
て
、
患
者
の
発
見
や
治
療
の
た
め
の
人
材
育
成
、
結
核
を
含
め
た
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
、
日
本
の
経
験
を
活
か
し
、
海
外
で
の
協
力
を
更
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
わ
が
国
の
結
核
事
情
を
見
ま
す
と
、
結
核
罹
患
率
は
毎
年
着
実
に
低
下
し
て
い
ま
す
が
、

未
だ
に
年
間
約
二
万
一
千
人
が
新
た
に
結
核
を
発
症
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、結
核
患
者
の
高
齢
化
、

若
い
患
者
層
に
お
け
る
外
国
人
の
割
合
の
増
加
や
、
大
都
市
で
の
罹
患
率
が
高
い
こ
と
な
ど
、
複

雑
で
多
様
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
患
者
発
見
の
遅
れ
に
よ
る
集
団
感
染
事
例
も
度
々
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
結
核
対
策
を
引
き
続
き
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。

　

昨
日
の
午
後
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
研
鑽
集
会
で
は
、「
地
域
に
お
け
る
結
核
対
策
の
推
進
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
今
後
の
結
核
対
策
の
問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
国
、

結
核
予
防
会
、
保
健
所
、
医
療
機
関
、
結
核
予
防
婦
人
会
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
今
後
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
結
核
対
策
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
よ
り
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
結
核
予
防
会
が
福
島
県
外
へ
の
避
難

者
に
対
す
る
健
康
支
援
活
動
を
続
け
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
心
強
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

結
核
予
防
会
が
大
規
模
な
災
害
に
備
え
、
災
害
が
あ
っ
た
場
合
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
支
援
者
登
録
制
度
、及
び
登
録
者
の
研
修
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

検
討
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
災
害
時
に
一
人
で
も
多
く
の
方
の
健
康
を
守
る
た
め

に
結
核
予
防
会
が
今
後
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
式
典
に
お
き
ま
し
て
、「
第
十
七
回
秩
父
宮
妃
記
念
結
核
予
防
功
労
賞
」
の
表
彰

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
受
賞
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
り
、
結
核
の
予
防
や
対
策
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
ご
努
力
と
ご
尽
力
に
対

し
、深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。そ
し
て
、皆
さ
ま
の
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
、
全
国
よ
り
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
な
が
ら
、
今
後
も
、
結

核
の
正
し
い
知
識
の
普
及
と
結
核
予
防
活
動
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
人
々
の
健
康
の
支
え
と
な

り
ま
す
よ
う
希
望
し
、
式
典
に
寄
せ
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
第
六
十
五
回
結
核
予
防
全
国
大
会
　
お
言
葉

平
成
二
十
六
年
三
月
十
四
日
（
金
）

健 康 の 輪（2） 平成26年7月15日



８月１日から全国一斉複十字シール運動が始まります
つきましては、全国知事表敬訪問を今年も宜しくお願いいたします。結核予防全国

大会の決議宣言についてご説明いただき、複十字シール運動へのご理解、ご協力をお
願いいたします。

また、9月24日～30日結核予防週間に先立ち「全国一斉複十字シール運動キャン
ペーン」を実施します。普及と発展を図るため街頭募金活動等、昨年同様ご協力お願
いいたします。

目標は一つ　結核のない明日をつくるために！

公益社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会 新役員紹介

理事就任に寄せて

一般財団法人長崎県地域婦人団体連絡協議会
会長　牟田　久美子

平成26年度より
九州からの理事と
して就任いたしま
した長崎県地婦連
の会長でございま
す。出来るかどうか

は不安ですが、今まで結核予防関係
の講習会に出席させて頂いたり、県
知事のご挨拶に行ったり、街頭募
金（海外の子供達のため）をやった
りと少しは活動をやっていました
が、現在も少しずつ増えてきている
結核に対しての知識を学びながら

会員の皆様方と頑張っていかなく
てはと思っています。健康づくり
の輪を広げて、複十字シール運動
期間に併せた募金運動をより一層
の力を入れて実施し行政等も含め
多くのご協力を頂くよう、頑張らな
ければと思っております。活動の悩
みはありますがいろいろと結核制
圧の取り組みを考え、より以上の知
識を得、感染者の病
として早期発見、そ
して治療の重要性を
高齢者等にも知って
頂き、私たち自ら健
康診断を受けるよう、
地域の方々にも呼び
かける活動をして理
解を求めていくよう
に頑張っていきたい
と思っています。

新役員選任について、平成26年3月13日の平成26年度定期社員総会・理事会において以下の理事に決
まりました。

会　長 中畔　都舍子 （京 都 府）再任
副会長 齋藤　　芳子 （北 海 道）〃
〃 木下　　幸子 （福 岡 県）〃
理　事 向井　　麗子 （青 森 県）〃
〃 三浦　　絢子 （宮 城 県）〃
〃 小野　　ナツ （栃 木 県）〃
〃 松尾　美智代 （神奈川県）〃

理　事 岩田　　繁子 （富 山 県）再任
〃 藤多　　典子 （石 川 県）〃
〃 中野　　璋代 （滋 賀 県）〃
〃 藤本　　貴子 （岡 山 県）〃
〃 寺尾　　敦子 （高 知 県）〃
〃 牟田　久美子 （長 崎 県）新任
〃 山下　　武子 （本　　部）再任
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第18回 結核予防関係婦人団体中央講習会
（2月12日・13日 KKRホテル東京）

写真で
振り返る

全国各地の婦人会から105 名受講されました 皆さん熱心に受講されている様子

班別討議オリエンテーション
慶應義塾大学商学部 吉川 肇子 教授

終講式では受講生代表として
岡山県津山市愛育委員連合会 

美浪一十惠　様から
謝辞をいただきました

各班からの結果発表皆さん積極的に意見を交わされました

受講生と問題点や解決策について語る吉川教授

結核予防婦人会 山下武子 理事・事務局長の
講演では終始笑いがあふれていました

――● 第1日　　2月12日（水）●――
13：10 開講式 13：10～13：40

　主催者挨拶　　結核予防婦人会 会長
　主催者挨拶　　結核予防会 副理事長
　総裁おことば　秋篠宮妃殿下
　来賓挨拶　　　厚生労働省 健康局長
　健康の歌斉唱

13：50 写真撮影 13：50～14：05
14：15 講演①（50分） 14：15～15：05

『結核という病気について～患者から学ぶ～』
公益財団法人結核予防会複十字病院 診療主幹 佐々木　結花

15：15 講演②（30分） 15：15～15：45
『BCG接種 －子供の結核予防の決め手－』
公益財団法人結核予防会結核研究所 名誉所長 森　　　亨

15：55 講演③（45分） 15：55～16：40
肺の生活習慣病

『知っていますか？ COPD（たばこ病）』
公益財団法人結核予防会複十字病院 院長 工藤　翔二

16：40 講演④（45分） 16：40～17：25
『喫煙・受動喫煙の有害性が理解されないのはなぜか』
中央内科クリニック 院長 村松　弘康

中央講習会スケジュール

――● 第2日　　2月13日（木）●――
8：30 講演⑤（30分） 8：30～ 9：00

『結核予防婦人会と複十字シール運動』
公益財団法人結核予防会 事業部顧問
公益社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会 理事・事務局長 山下　武子
講演⑥（30分） 9：10～ 9：40

9：10『ロビー活動と婦人会への期待』
Mediate Hayashi 株式会社 代表取締役社長 林　　通平

9：40 班別討議⑦（110分） 9：40～11：30
《考える・まとめる－計画を立てる－》     
「クロスロードで考える婦人会活動の活性化」
慶應義塾大学商学部 教授 博士（文学） 吉川　肇子
全体発表会・総評

11：40 婦人会の皆様へ（20分） 11：40～12：00
12：00 終講式 12：00～12：20

　主催者挨拶　　結核予防婦人会 副会長
　主催者挨拶　　結核予防会 専務理事
　修了証・バッジ授与　
　受講生代表挨拶
　蛍の光斉唱

テーマ：自分の健康は自分で作る ～国民運動への展開～
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今年の2月に開催された中央講
習会では、新しい試みとして、班別
討議の時間に「クロスロード」とい
うゲームによる研修をおこないま
した。この頁では、ゲームを紹介し、
班別討議の様子を簡単にお伝えい
たします。
「クロスロード」は、阪神淡路大震

災の体験を被災地の自治体職員か
ら聴き取った調査をもとにして作
られた、災害対策の教材として用い
るゲームです。大震災における災
害対応の問題からなる「神戸編」を
はじめ、これまでに「感染症編」や

「食品安全編」など、様々な内容の
ゲームが作られています。

ゲームの参加者は、5～7人のグ
ループに分かれます。

ゲームで使うのは、問題カード数
枚、各参加者がもつYesとNoのカー
ド2枚、そして縦横3cmくらいの金
座布団と青座布団です。

ゲームでは、はじめに誰かが問題
カードを読み上げます。問題カー
ドには、例えば図1のような文章が
書かれています。

□あなたは…食料担当の職員
□�被災から数時間。避難所には 3000 人
が避難しているとのたしかな情報が得
られた。現時点で確保できた食料は
2000 食。以降の見通しは、今のとこ
ろなし。まず 2000 食を配る？

Yes（配る）　⇔　No（配らない）

図１　問題カード例

参加者は、この問題に対する答え
を考え、YesカードとNoカードの
どちらか1枚を選び、裏向きにして
出します。全員がカードを出し終
わったら、一斉にカードを表に返し
ます。その結果、多数派の回答をし
た参加者が得点として青座布団を
一つもらいます。ただし、もし1人

だけ他の人と違う回答をした場合
には、その1人のみ金座布団をもら
います。

その後、各参加者は、自分がYes
またはNoと回答した理由をグルー
プの人に説明します。同じ回答を
選んだ人の後に話すときには、「自
分の考えも同じだ」とは言わずに、
回答を選んだ理由や考え方を自分
の言葉で説明するようにします。
また、他の人の話を聞いていてもっ
と知りたいことや確かめたいこと
を、積極的に質問してよいことに
なっています。

すべての問題カードについて、同
じように進め、座布団を一番多く集
めた人が「勝ち」となるルールです。

「クロスロード」のねらい
　　　― 気づきと発見 ―
「クロスロード」で扱う問題には

簡単な「正解」がありません。阪神
淡路大震災後に自治体の職員が経
験したのは、情報も時間も限られて
いる中で、様々な問題に決断を下さ
なければならない、という状況でし
た。ゲームでは、そのような状況を
疑似的に経験することになります。
問題は100字程度で記載され、細か
い情報は与えられません。参加者
は、それぞれ想像力を働かせ、どの
ような場面かを考えて、Yesまたは
Noの回答を決めることになります。

情報が十分でない中で問題解決
が求められる状況ですが、1つの正
解に到達しなくても、参加者がお互
いに自分の意見を伝え、話し合うこ
とを通して、問題について多様な視
点が存在することに気づく機会と
なります。同じYesという回答で
も、人によって注目した点や決めた
理由が異なることがあります。ま
た、1人だけ違う回答をした人が金

座布団をもらうことは、少数意見に
耳を傾け、違う物の見方を知るきっ
かけになります。

このように、「クロスロード」では、
問題カードで示されるリスクのあ
る状況を思いうかべ、より適切な解
決にむけてグループ内で各自の考
えを伝え、話し合う、コミュニケー
ションを大事にしています。ゲー
ムに参加することで、いわゆるリス
ク・コミュニケーションを体験する
ことができるとも考えられます。

班別討議での様子
今回の班別討議では、このゲーム

を開発されたお一人である、慶應義
塾大学の吉川肇子教授が、ゲームの
オリエンテーションと進行、まとめ
と総括をしてくださいました。参
加者は、5名ずつ21の班に分かれ、
災害や食品安全などの暮らしに関
わる問題と、結核患者への対応や婦
人会活動への参加に関する講習会
ならではの問題について、活発に議
論しました。最後に、4つの班の代
表者が、議論の結果を参加者の皆さ
まに発表しました。

ゲームを用いた研修は、結核予防
婦人会として初めてのことでした。
少人数のグループでしたが、課題に
対してよりよい選択肢を考え、自分
とは異なる選択をした人々に対す
る理解も深まり、たくさんの話し合
いができたと手応えを得た参加者
も多かったようです。

結核予防活動を推進するために
健康やリスクに関するコミュニ
ケーションについて研究していた
ことがきっかけで、この「クロス
ロード」を婦人会の皆さまにご紹介
することができましたことを大変
うれしく思っております。

ゲーム「クロスロード」について －リスク・コミュニケーションを学ぶ－
公益財団法人結核予防会　総裁　秋篠宮紀子
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第 17 回秩父宮妃記念結核
予防事業功労賞（団体）に輝く

島根県連合婦人会
会長　小林　洋子

春寒ようやくゆ
るむ3月13日、14日
第 65回 結 核 予 防
全国大会が総裁秋
篠宮妃殿下ご臨席
を賜り島根県で開

催しました。全国結核予防婦人団
体連絡協議会は全国各地より、ま
た県内会員も各地より多くのご参
集があり県民会館に於いて開催さ
れました。

私たち島根県連合婦人会が全国
結核予防婦人団体連絡協議会に加
入したのは昭和50年、当時は会員
の中には結核で子供や家族を亡く
した体験者も多くあり熱心な活動
の展開があったかと思われます。
その後、変わりゆく社会の変化の
中にあって活動の難しさがあり乍
らも、私たちは過去の悲惨さを思
い起こし、この活動を継続するこ
との大切さを知ってもらう努力を
続けたことが、今回の団体受賞に
繋がったことは会員一同光栄であ
り感謝いたしております。

全国結核予防婦人団体連絡協議
会では、秋篠宮妃殿下ご臨席のも

と、私どもの活動発表をさせて頂
き励ましのお言葉を頂くなどの機
会も得ましたことに深く感謝いた
します。

2日間の研鑽から結核罹患率は
減少しておらず都市化が進み生活
環境の影響による発症や、高齢化
施設での集団感染症などがあり定
期的な健診の必要性など、また発
展途上国への支援の継続など、世
界中から結核をなくす活動が継続
され人々が健康で明るい生活を営
まれる社会の実現に、今後も全国
結核予防婦人団体連絡協議会は複
十字シール募金の活動を実施し、
結核予防の正しい知識の普及啓発
に努めてまいります。

第 65 回結核予防全国大会を
終えて

島根県連合婦人会　
常任理事　安達　恵子

「あら！また複十字！」と嫌な顔
をしていた複十字シール運動でし
た。結核という病気はほとんど無
くなっていたと聞いたり、いや最近
老人性結核が流行しているとも聞
いたり、しかし大方無くなった言う
方が強く、そんな中でお願いして募
金していただくとは気の重いこと
でした。

それが少し気が楽になったの
は、交通安全運動の中で募金しても
らい封筒を高齢者への交通安全運
動に使って頂くということになっ
たからです。封筒に靴に貼る反射
テープやお手紙を入れ安野光雅先
生の複十字シールで止めて一人ず
つ渡すのです。複十字シールのつ
くしやお雛様の絵を楽しく見て下
さる人がいらっしゃるのではと思
いつつ配ってもらいます。

そんな中、第65回結核予防全国
大会がこの島根県で行われました。
テレビで拝見したことはありまし
たが実際に秋篠宮妃殿下をお迎え
して開かれた大会は圧巻で大会の
意義は高まったと思いました。

大会の後講演があり出雲大社の
千家権宮司が「遷宮の持つ意味」と
いう演題で話され「遷宮は神の世界
の活力をとり戻すことであり結核
予防会の記念大会も同じことであ
る」と結ばれましたが、まさにその
通りだと思いました。

全国大会が各県を回って行われ
るということは、その地、その地の
人びとに結核予防に対する考えが
はっきり認識されて、その必要性が
実感され、やっぱりやらなくてはと
いう気を起こさせるのです。遷宮が
神の力を復活させるように全国大
会がそれへの思いを新たにさせる
のです。全国大会は複十字シール運
動に対しての強い呼びかけでした。
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第65回結核予防全国大会　決 議

平成26年5月に、結核予防会は創
立75周年を迎えます。この間、官
民を挙げて結核対策が進められ、平
成24年の新登録患者は21,283人、
罹患率は人口10万対16.7にまで減
少しました。しかし、我が国の結核
の状況をみますと、合併症を伴う高
齢患者の増加、感染性のある結核患
者の受診・診断の遅れ、若年層での
外国人患者割合の増加、自治体別の
罹患率格差など、複雑化し質的な変
化を呈しており、重点的な対策の強
化が求められております。

世界に目を向けると、結核は依然
として大きな健康問題となってお
り、特にアフリカ、アジアなど開発
途上国では罹患率が高いのみなら
ず、多剤耐性やHIV合併結核等の
課題が明らかにされており深刻な
状況にあります。世界的健康戦略
であるユニバーサル・ヘルス・カバ
レッジ達成のためにも、ストップ結
核ジャパンアクションプランの確
実な推進により、我が国が世界の結
核制圧に向けた取り組みを継続し
ていく必要があると考えられます。
また日本発の新しい診断技術や、新
たな抗結核薬などを積極的に活用
することにより、効果的な結核対策
を進めていく必要があります。

さらに、結核予防会の基本方針の
柱である、呼吸器疾患対策、生活習
慣病対策も継続的に取組む必要が
あります。

よって、今大会において検討の結
果、次の事を決議いたします。

1. 国内における結核対策としては、
① 国、地方公共団体、結核予防会

及び結核予防会各都道府県支
部においては、結核に関する知
識や技術を国民や医療関係者
に正しく伝え、結核に対する意

識の向上を図ること。
② 国及び地方公共団体は、「結核

に関する特定感染症予防指針」
に示された実効性のある結核
対策の充実に努め、地域の特性
をふまえた結核医療提供体制
を確立すること。

2. 結核の国際協力としては、
① 国は、「ストップ結核ジャパン

アクションプラン」に基づき、
開発途上国への支援を推進す
るとともに、結核対策を含む保
健分野に経験がある関係団体
の主体的活動を支援すること。

② 我々は、日本発の新しい診断技
術や抗結核薬の有用性を積極
的にアピールし、その普及を図
り、世界の結核対策に貢献する
こと。

3. 活動資金の造成としては、
 我々は、結核予防の普及啓発や国
際協力の貴重な財源となる複十
字シール運動を盛り上げるため、
関係者・団体への働きかけに努め
ること。

4. 呼吸器疾患対策としては、
① 我々は、「呼吸の日」（5月9日）・
「肺の日」（8月1日）等の行事を
通じ、国民に対する呼吸器疾患
の普及啓発に努め、「健康日本
21（第2次）」が掲げるCOPDの
認知率向上を目指すこと。

② 我々は、COPDの調査・研究を
支援するとともに、肺機能検査
を健診の必須項目に加えるな
どCOPD、肺がん等の呼吸器疾
患の早期発見に努めること。

5. 特定健診・特定保健指導対策とし
ては、

① 国は、特定健診・特定保健指導
について、生活習慣病予防にお
ける指針のもと円滑な実施の
支援に努めること。

② 国、地方公共団体、結核予防会
及び結核予防会各都道府県支
部は、「結核とタバコ」の関連性
を広く世間に訴え、禁煙教育に
努めること。

③ 我々は、特定健診・特定保健指導
の推進を国民運動にしていくた
め、関係者と連携し、スマート
ライフプロジェクト等の普及
啓発活動を支援すること。

上記の他、我々は、東日本大震災
被災地への健康支援を継続して実
施すること。

以上について、一層努力いたし
ます。

 平成26年3月14日
 第65回結核予防全国大会
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第65回結核予防全国大会宣言

我が国の結核罹患率は年々減少
し、平成24年は人口10万対16.7と
なりました。しかし、我が国の結
核の状況をみますと、合併症を伴
う高齢患者の増加、働き盛りで感
染性のある結核患者の受診の遅れ、
若年層での外国人患者割合の増加、
自治体別の罹患率格差など、複雑
化し質的な変化を呈しております。

昨今、医療施設等で結核集団感
染事例が相次ぎ、「結核」の文字を
目にする機会が増えております。
これは、医療関係者の結核に対す
る意識の低下も一因と思われます。

我々は、国内においては、医療従
事者、国民に対して結核に関する
正しい知識の普及啓発を積極的に
実施します。また、実効性のある
結核対策の充実に努め、地域特性
をふまえた結核医療提供体制の確
立を関係機関に働きかけます。さ
らに、東日本大震災被災地への健
康支援を継続していきます。

世界に向けては、我が国が高ま
ん延を克服した経験を活かし、か
つ、日本発の新技術を積極的に活
用するよう働きかけるとともに、
ストップ結核ジャパンアクション

プランを確実に実施し、我が国が
従来から取り組んできた開発途上
国への支援の手を緩めず、結核の
制圧ひいてはユニバーサル・ヘル
ス・カバレッジ達成へ向け総力を
挙げて取り組みます。

さらに、特定健診・特定保健指
導の推進、肺がん、COPDをはじめ
とする呼吸器疾患対策をすすめ、
人々が健康で明るい生活を営める
よう努力します。

以上宣言します。
 平成26年3月14日
 第65回結核予防全国大会

　　結核に関するパンフレットのご案内
ストーリーが展開されるマンガ形式なので、結核をよく知らない人にも印象深く、正しい知識の普及啓発にぴっ

たりです。
患者様やご家族の方々への説明や、理解度アップの資料として、また支援者への教材として、まとめてご購入さ

れることをオススメします。

平成26年改訂　 
結核?! でも心配しないで 
結核予防会結核研究所対策支援部長　小林典子　著
A5判／24頁（50g）　価格：¥248（税込） 

平成26年改訂　 
DOTSってなあに
前複十字病院　斉藤ゆき子・結核研究所　永田容子　著
A5判／16頁（35g）　価格：¥248（税込）

問い合わせ先：公益財団法人結核予防会　事業部　出版調査課　　電話：03－3292－9289
※お問い合わせは月～金曜日（祝日・年末年始期間（12月29日～１月３日）を除く）８：30～17:00となっております。

　　　 上記時間帯以外のお問い合わせは、翌営業日の対応とさせていただきます。ご了承ください。
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　咲きほこった桜の花が散り始めた去る3月末
日、長田功理事長の訃報の知らせに驚きと悲し
みに接し心から哀悼の意を捧げます。

　長田功理事長は平成21年公益財団法人結核
予防会の理事長に御就任されました。
　先生は、予防医学のトップとして、常に物静か
でそれでいて消化器外科の名医として地域医療
にも貢献され先生の歩んでこられたご功績は高
く評価されるでありましょう。

私達婦人会の研修会はじめ、会合には常にお出
ましをいただき、心の残るご挨拶を頂戴していた
事を思い出しています。謹んでご冥福をお祈り

申し上げます。

　日本は今、少子高齢化を迎え私達が生涯健康
寿命を全うするために予防医学の必要性が問わ
れています。私達が地域で永年にわたり取り組
んでまいりました結核予防をはじめ生活習慣病、
たばこ病COPDの啓発等の事業に更に接触的
に参加し、自らの健康への意識をより高め女性
の果たす役割を改めて問い直し、結核予防知識
の普及に努力することが長田功理事長のご意志
に報いることかと存じます。　

　合掌

訃 報
 

　公益財団法人結核予防会 長田功 理事長が平成26年3月18日
逝去されました。
　故人は、東京大学医学部を卒業後　昭和58年に財団法人結核
予防会保生園病院（現在 公益財団法人結核予防会新山手病院）
に入職し診療部長、副院長、院長、結核予防会常任理事を経て　
平成21年より結核予防会理事長職にありました。この間、新山
手病院の消化器外科医として地域医療に貢献し、平成20年に制
度化された公益財団法人への移行を含む結核予防会の事業展開
にご尽力されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

在りし日の長田功理事長 享年 74 歳在りし日の長田功理事長 享年 74 歳

長田功先生を偲んで

公益社団法人 全国結核予防婦人団体連絡協議会
会長 中畔 都舍子
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安野光雅（あんの　みつまさ）先生のデザイン
された、今年の複十字シールは、昔話や民話に登
場する動物達が勢揃いしています。ラクダやブタ、
ウマにトナカイ、そしてクマと登場する物語の想
像力が広がります。日常の向こう側にある物語
の世界、子供の頃に読んでいたあの物語を思い出
しどこか懐かしく感じます。

そして、今年は新たに複十字シール運動キャ
ラクターの複十字シールも出来ました。シール
ぼうや、シールちゃん、シールハイハイの可愛い
キャラクター達もどうぞよろしくお願いします。

多彩な複十字シールを皆さまのアイディアで
広めていただき、是非ご活用ください。

公益財団法人結核予防会　事業部普及広報課

平成26年度複十字シールの紹介
～動物～

平成 26 年度複十字シール

イラスト・カット募集
平成26年11月号（健康の輪No.112）に掲載するイラスト・カットを募集致します。
花・動物・その他、何でも結構です。
締切は、平成26年9月12日（当会必着）です。

全国結核予防婦人団体連絡協議会事務局宛
〒101-0061　東京都千代田区三崎町1-3-12
　　　　　　TEL：03-3292-9288

（秋田県・akipon さんからの作品）
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